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天
台
宗
儀
礼
に
沿
け
る
座
の
昇
風

鬼

原

俊

枝

I立

じ

め

東
寺
を
は
じ
め
と
す
る
真
言
密
教
寺
院
に
は
山
水
扉
風
と
呼
ば
れ
る
数
点
の
昇
風
絵
作
品
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
扉
風
は

全
て
潅
頂
の
法
具
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
六
扇
一
括
縁
取
り
が
成
立
す
る
以
前
の
古
様
な
扉
風
絵
の
在
り
方

を
現
在
に
伝
え
る
貴
重
な
作
品
群
で
も
あ
る
。

一
方
、
天
台
宗
で
は
濯
頂
の
儀
式
次
第
に
山
水
扉
風
を
用
い
た
記
録
は
こ
れ
ま
で
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
天
台
宗
に
お
け

る
様
々
な
犠
式
の
記
録
を
辿
っ
て
ゆ
く
と
、
真
言
宗
に
お
け
る
山
水
扉
風
と
似
通
っ
た
性
格
を
有
す
る
座
の
扉
風
の
存
在
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
。

小
稿
は
こ
の
種
の
座
の
昇
風
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
文
献
史
料
を
通
じ
て
検
討
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
真
言

の
山
水
扉
風
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
世
に
お
け
る
扉
風
絵
の
動
向
の
一
端
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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天
台
宗
に
お
け
る
座
の
扉
風
の
使
用
例

『
門
葉
記
』
や
『
阿
裟
縛
抄
』
と
い
っ
た
史
料
を
通
覧
す
る
と
、
天
台
宗
の
諸
修
法
に
お
い
て
は
道
場
装
束
の
基
本
は
幕
で
あ
り
、

扉
風
は
副
次
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
濯
頂
の
儀
の
際
に
、
導
師
が
受
者
を
道
場
に
引
き
入
れ
る
ま
で
、
受
者
を
「
隠

居
」
さ
せ
て
お
く
扉
風
は
そ
の
一
例
で
あ
弘
な
こ
の
よ
う
に
、
昇
風
が
使
用
さ
れ
る
の
は
道
場
の
外
ゃ
、
何
か
を
隠
す
た
め
に
設
け
ら

れ
た
場
所
に
お
い
て
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
濯
頂
の
よ
う
な
宗
教
上
重
要
な
修
法
の
場
に
お
い
て
穏
蔽
或
い
は
遮
蔽
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
て
、
座
主
を
中
心

と
す
る
行
事
の
場
に
用
い
ら
れ
る
扉
風
が
あ
る
。

『
門
葉
記
』
で
は
「
山
務
」
と
し
て
一
括
さ
れ
て
い
る
行
事
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
、

そ
れ
ら
は
し
ば
し
ば
「
唐
絵
絹
扉
風
」
或
い
は
「
絹
昇
風
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
扉
風
が
現
れ
る
記
録
を
集
め
て
分
類
し
た

と
こ
ろ
、
次
の
四
種
の
儀
式
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

（

A
）
 

公
家
の
若
君
等
の
入
室
、
出
家
、
受
戒
の
儀
に
お
い
て
、
若
君
等
の
座
に
立
て
ら
れ
る
。

（

B
）
 

新
た
に
就
任
し
た
座
主
が
、
予
め
勅
使
の
持
参
し
た
宣
旨
を
受
け
取
る
宣
命
の
儀
式
の
際
に
、
座
主
の
座
に
立
て
ら
れ
る
。

（

C
〉

宣
命
を
受
け
た
後
、
新
座
主
は
山
内
の
主
な
堂
塔
社
殿
を
巡
拝
す
る
拝
堂
拝
社
の
儀
を
行
う
。
こ
の
過
程
で
入
御
す
る
諸
堂

に
設
け
ら
れ
る
座
主
の
座
等
に
立
て
ら
れ
る
。

（

D
）
 

座
主
や
公
家
の
そ
の
他
の
座
に
立
て
ら
れ
る
。

次
に
、
上
記
四
種
の
儀
式
に
お
い
て
、
唐
絵
絹
扉
風
、
絹
扉
風
の
呼
称
に
限
定
せ
ず
、
座
の
扉
風
の
使
用
が
記
録
さ
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
を
全
て
拾
い
出
し
て
み
よ
九
九
せ
次
の
一
覧
は
、
各
儀
式
の
扉
風
使
用
例
を
年
代
順
に
示
し
、
扉
風
の
呼
称
を
は
じ
め
と
す
る
各
儀
式



の
主
要
な
事
項
を
項
目
別
に
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。

（

A
）
 

入
室
、
出
家
、
受
戒
〔
糾
扉
風
の
呼
称
（
扉
風
の
使
用
が
文
中
に
記
録
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
指
図
に
よ
っ
て
一
万
さ
れ
る
場

合
は
（
指
図
あ
り
）
と
記
し
た
）
、
制
入
室
、
出
家
、
受
戒
の
別
、
付
座
の
主
人
公
（
『
門
葉
記
』
中
の
「
門
主
行
状
」
に
よ
り
出
自
が

天台宗儀礼における座の扉風

①
天
養
元
年
（
一
一
四
四
）

判
明
す
る
場
合
は
／
の
あ
と
に
こ
れ
を
加
え
、

ω刊
に
出
血
ハ
室
百
頁
数
を
示
し
た
）
、

ω場
所
、
付
出
典
の
順
に
示
す
〕

付
『
門

②
弘
長
一
万
年
（
一
二
六
一
）

③
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）

④
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）

⑤
永
仁
三
年
（
一
二
九
四
）

⑥
嘉
暦
二
年
（
一
三
二
七
）
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⑦
元
徳
元
年
（
二
二
二
九
）

川
円
五
尺
扉
風
二
帖

ω初
渡
彼
房
（
入
室
）

ω京
極
殿

葉
記
』

的
七
宮
／
鳥
羽
院
第
七
王
子

（
大
正
新
修
大
蔵
経
図
像
編
第
十
二
巻
）
六
七
頁
、
二
三
八
頁

例
市
河
宮
／
後
嵯
峨
院
御
子

川W
ハ
指
図
あ
り
〉

ω入
室

ω一
ニ
条
股

付
同
前
室
田
七
六

i
七
七

(a）頁
唐
絵二
界六
風円。
土頁
(b) 
出
家

ω） 
南
山
房
／ヘ
山
一と
無
動
(d）寺（
士ゴ '-../ 5 

条
坊

例
市
河
宮

付
同
前
室
百
七
七

1
八
二
頁

判
（
指
図
あ
り
）

付
姉
小
路
宮
／
亀
山
院
御
子

ω入
室

付
同
前
書
八
五

i
八
六

頁
、
二
六
二
頁

判
（
指
図
あ
り
）

付
一
条
般
若
君
／
後
光
明
峯
寺
摂
政
家
経
息

刷
出
家

ω真
木
野
御
房

( e) 

同
前
書
八
六

1
八
七
頁
、
二
六
一
二
頁

川
門
扉
風
（
指
図
も
あ
り
）

刷
出
家

付
土
御
門
宮
／
伏
見
院
皇
子

ω報
恩
院

付
同
前
書
九

ー
九
四
頁

判
（
指
図
あ
り
）

似
入
室

仙

w妙
香
院
官

ω無
動
寺
大
乗
院

付
同
前
書
九
五
頁
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⑧
暦
応
元
年
（
一
三
三
八
）

⑨
暦
応
四
年
（
一
三
四
二

⑮
暦
応
四
年
（
一
三
四
二

＠
文
和
二
年
（
一
三
五
三
〉

⑫
応
安
五
年
（
一
三
七
二
〉

⑬
応
安
六
年
（
一
三
七
三
〉

⑭
年
次
不
明

⑮
年
次
不
明

川w絹
昇
風
〈
指
図
中
に
「
絹
扉
風
立
之
」
と
註
記
す
る
）

ω入
室

的
新
宮
／
後
伏
見
院
最
末
鐘

仲
間
前
書
九
六

1
九
七
頁

内

ω受
戒

ω
（
山
上
〉

仲
間
前
書
九
八
頁

判
絹
扉
風
（
但
し
「
今
度
受
者
座
後
週
廊
絹
扉
風
不
立
之
。
ヰ
寸
家
無
沙
汰
。
不
可
然
乎
。
」

と
あ
る

①
文
永
六
年
（
一
二
六
九
）

を
示
し
た
。
第
何
世
か
は
『
天
台
座
主
記
』
に
よ
る
）
、
的
場
所
、

ω出
典
の
順
に
示
す
〕

ω慈
禅
（
第
八
十
六
世
）
／
猪
熊
関
白
家
実
息

ω三
一
尺
絹
扉
風
一
一
次

愛
御
子

ω岡
崎

付
同
前
書
九
五

1
九
六
頁

川W
（
指
図
あ
り
）

ω出
家

ω十
楽
院
（
京
中
）

仲
間
前
書
九
九
頁

付
御
扉
風
／
絹
扉
風
／
扉
風
（
同
一
の
扉
風
を
指
す
〉

ω出
家

ωw同
前
書
一

oos一
O
一
頁

付
久
尊
親
王

ω十
楽
院

(e) 

川w絹
扉
風

付
後
十
楽
院

ω不
明

付
間
前
書
一

O
五
i
一
O
六
頁
仲
間
前
書
一
一

O

葉
記
』

ω不
明

（

B）
 

宣
命
式
〔
例
扉
風
の
呼
称
、

ω就
任
し
た
座
主
（
出
自
が
判
明
す
る
場
合
は
／
の
あ
と
に
こ
れ
を
加
え
、

ωに
出
典
書
頁
数

付
尊
省
親
王

川

w尊
省
親
王

判
（
指
図
あ
り
）

ω出
家

ω不
明

的
一
条
前
関
白
若
君

的
久
尊
親
王

川
円
絹
扉
風
一
一
次

ω入
室

ω十
楽
院

同
前
書
一

O
一
1
一
O
四
頁

ω出
家

判
四
尺
扉
風
一
一
次

ω入
室

川
口
ニ
条
左
府
実
量
公
息
定
法
寺
若
公

s一
一
一
頁

付
浄
土
寺
御
房

ω『門

（
大
正
新
修
大
蔵
経
図
像
編
第
十
二
巻
〉
六
一
八

1
六
一
九
頁
、
二
五
四
頁



②
正
和
二
年
（
一
三
二
ニ
）

＠
嘉
暦
四
年
（
二
ニ
二
九
）

④
元
弘
元
年
（
一
三
三
一
）

天台宗儀礼における座の扉風

⑤
暦
応
二
年
（
一
三
三
九
）

⑥
観
応
二
年
（
二
一
一
五
一
）

⑦
永
和
三
年
（
一
三
七
七
）

⑧
永
徳
一
克
年
（
一
三
八
一
）

⑨
応
永
三
年
（
一
三
九
六
）

ω般
若
院
公
什
（
第
百
四
世
〉

判
絹
扉
風
一
唯
一
跡
畑
町
蹴
一
地
味
所
進
。

ω同
前
書
六
一
一
一
六
頁

的
絹
扉
風
一
一
次

的
大
成
就
院

制
桓
守
（
第
百
十
七
世
）

付
岡
崎
房一

ω同
前
書
六
三
六

1

六
三
七
頁

ωw唐
絵
絹
扉
風
一
双
尚
一
一
釧
一
剛
一
岬
剛
院
一
猷

前
書
六
二
七

1
六
三

O
頁
、
二
六
七

1
二
七
二
一
貝

付
岡
崎
坊

何）
向

ω二
品
尊
円
親
王
（
第
百
二
十
一
世
〉

判
唐
絵
界
風
一
一
次

ω二
品
尊
円
親
王
（
第
百
二
十
六
世
）

ω同
前
書
六
三

0
1六

付
岡
崎
坊

三
二
頁
ω唐
絵
扉
風
一
一
次

制
ご
日
間
尊
円
親
王
（
第
百
三
十
一
世
）

ω同
前
室
百
六
三
二

i
六

付
十
楽
院

三一一一一貝

川w絹
扉
風
一
双

制
慈
済
（
第
百
四
十
世
）

ω『
華
頂
要
略
門
主
伝
』
（
犬

付
十
楽
院
大
成
就
院

日
本
仏
教
全
書
第
百
二
十
八
巻
〉
二
六
回

1
二
六
五
頁

的
「
唐
絵
扉
風
一
一
次
立
廻
之
此
外
常
扉
風
二
双
寄
障
子
立
廻
之
」

川
明
。
道
円
親
王

（
第
百
四
十
一

世）

ω同
前
書
二
七
一
一
具

判
十
楽
院

判
絹
扉
風
一
一
次

ω一
日
間
尊
道
親
王
（
第
百
四
十
五
世
）

付
十
楽
院

ω同
前
書
二
五
一

1
二
五

二
頁

53 

⑬
応
永
二
十
六
年
（
一
四
一
九
〉
例
唐
絹
扉
風
一
双
（
ま
た
、
「
可
有
用
意
事
」
と
し
て
、

と
あ
る
）

「
唐
絵
絹
扉
風
一
双
糊
畑
一
肌
…
研
一
制
撤
一
額
一
時
計
－
o
」

付
十
楽
院

ω同
前
書
二
八
一

ω准
三
后
義
円
（
第
百
五
十
三
世
）
／
足
利
義
満
男
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＠
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）

⑫
享
保
七
年
（
一
七
二
二
〉

⑮
明
和
元
年
（
一
七
六
四
〉

⑭
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
〉

⑮
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）

⑮
文
化
十
三
年
〈
一
八
二
ハ
）

⑬
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）

ー
二
八
二
頁
、

『
天
台
座
主
記
』
四

O
九
頁

川w絹
扉
風
一
一
次
（
指
図
中
に
「
絹
扉
風
一
双
」
、
「
金
扉
風
」
と
注
記
す
る
）

ω尊
応
親
王
（
第
百

六
十
世
）

付
大
宮
彼
岸
所
（
坂
本
〉

ω同
前
書
三
二

0
1一
三
二
頁

的
唐
絵
扉
風
一
一
次

付
（
青
蓮
院
か
）

ω『
華
頂
要
略

ωニ
品
尊
祐
親
王
（
第
百
九
十
八
世
〉

門
主
伝
』

（
大
白
本
仏
教
全
書
第
百
二
十
九
巻
）
六
一

0
1六
一
一
頁

川w扉
風
一
一
次

ω同
前
書
七
八
八

1
七
八
九

川W
尊
真
親
王
（
第
二
百
十
世
）

川W

（
青
蓮
院
か
）

頁川
刊
唐
絵
扉
風
一
双

伝
』
（
大
日
本
仏
教
全
書
第
百
三
十
巻
〉
九
四
三
頁

糾
唐
絵
御
扉
風
一
双

ω『
華
頂
要
略
門
主

ω尊
真
親
王
（
第
二
百
十
五
世
〉

付
（
青
蓮
院
か
）

ω尊
真
親
王
〈
第
二
百
十
七
世
）

的
（
青
蓮
院
か
〉

ω同
前
書
九
八
五

頁的
唐
絵
御
扉
風
一
一
次

的
不
明

(d) 

ω尊
真
親
王
（
但
し
座
主
の
宣
旨
で
は
な
く
准
三
后
の
宜
）

同
前
書
一
一
五
七
頁

糾
扉
一
風
一
双
醐
糊

ω尊
宝
親
王
（
第
二
百
二
十
三
世
）

的
不
明

ω同
前
書
二
三
一
頁

（

C
〉

拝
堂
拝
社

ρ
儀
〔
こ
の
儀
式
は
堂
舎
を
変
え
て
様
々
な
犠
式
が
連
続
す
る
の
で
、
例
に
扉
風
の
呼
称
と
、
こ
れ
を
用
い
る
儀

式
に
つ
い
て
の
説
明
を
加
え
、
川
仰
に
座
の
主
人
公
（
出
自
が
判
明
す
る
場
合
は
／
の
あ
と
に
こ
れ
を
加
え
、
的
に
出
典
書
頁
数
を
示
し



①
応
安
年
間
（
一
三
六
八

1

た
。
第
何
世
か
は
『
天
台
座
主
記
』
に
よ
る
）
、
例
に
出
典
を
示
す
〕

三
七
五
）

天台宗儀礼における座の昇風

②
応
永
十
五
年
（
一
四

O
八）

③
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
一
一
一
）

④
年
次
不
明
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挙
す
る
中
に
、

「
一
。
請
印
鑑
事

的
絹
昇
風
（
拝
堂
の
過
程
の
主
要
な
諸
儀
式
に
つ
い
て
、
古
記
録
や
諸
「
次
第
」
か
ら
の
引
用
を
列

中
で
御
座
の
後
ろ
に
絹
扉
風
を
立
て
る
と
あ
る
〉

ω不
明

応
安
次
第
云
」
と
し
て
、
御
所
装
束
を
記
す
文
が
あ
る
。
そ
の

付
『
門
葉
記
』

（
大
正
新
修
大
蔵
経

図
像
編
第
十
二
巻
）
六
四
八
頁

糾
「
応
永
十
五
年
御
拝
堂
条
ミ
」
と
し
て
拝
堂
の
儀
に
必
要
な
事
物
を
列
挙
す
る
う
ち
、

「
一
。
寺

家
用
意
事
（
中
略
）
絹
扉
風
一
一
次
自
御
所
申
出
（
中
略
）
絹
扉
風
（
中
略
）
戒
壇
院
海
時
御
受
戒
之
時
絹

扉
風
片
方
和
上
外
御
座
後
同
扉
風
片
方
受
者
後
〈
中
略
〉
一
。
絹
扉
風
一
一
次
（
後
略
〉
」
と
あ
る
。

主
桓
教
ハ
第
百
四
十
七
世
）
／
二
条
太
関
良
基
公
男
一
説
師
良
公
男

(b) 
座

『
天
台
座
主
記
』
四

O
五
頁

付
同
前
書
六
八

0
1六
八
一
一
具
、

川

w唐
絵
絹
昇
風
一
双
（
た
だ
し
長
吏
拝
堂
の
過
程
で
、
般
若
谷
尊
勝
院
の
本
房
に
お
い
て
印
鑑
を
受

け
る
儀
式
を
行
う
際
の
本
房
装
束
。
ま
た
、
拝
堂
の
儀
の
一
部
始
終
を
記
し
た
後
、

「
界
堅
一
双
麟
絹
唐
絵
山
水
一
双
」
と
あ
る
。

物
」
と
し
て
列
挙
す
る
中
に
、

三
九
五

i
四
O
三
頁

「
一
。
用
意

ω不
明

的
同
前
室
田

順
を
記
す
。
そ
の
中
で
御
座
の
後
ろ
に
絹
界
風
一
一
次
を
立
て
廻
す
と
あ
る
）

「
一
。
前
唐
院
入
堂
事
」
の
条
で
、
前
唐
院
で
の
儀
式
の
手

付
同
前
書

ω不
明

川

w絹
扉
風
一
一
次
（
拝
堂
の
儀
の
う
ち
、

六
五
五
頁
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（

D
）
 

そ
の
他
〔
例
扉
風
の
呼
称
、

ω扉
風
を
用
い
た
儀
式
、
仲
田
叶
風
の
用
途
、

ω出
典
の
順
に
示
す
〕

川
明
尊
快
親
王
が
座
主
承
円
（
第
七
十
二
世
）
を
大
阿
闇
梨
と
し
て
濯
頂
を
受
け
た
翌

川
円
絹
絵
界
風

①
承
久
二
年
（
一
二
二

O
）

日
の
「
後
朝
儀
」

付
大
河
闇
梨
の
座

ω『
阿
裟
縛
抄
』

（
大
日
本
仏
教
全
書
第
四
十
一
巻
）
二

九
五
一

1
二
九
五
四
頁

②
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）

川
円
絹
扉
風
一
双

ω第
八
十
五
世
座
主
二
日
間
尊
助
親
王
が
根
本
中
堂
で
七
仏
薬
師
法
を
修
し
た
際
、

前
日
に
山
上
の
御
所
恵
光
院
に
運
ば
れ
た
も
の
の
う
ち

料
不
明

付
『
門
葉
記
』

（
大
正
新
修
大

蔵
経
図
像
編
第
十
一
巻
）

一六一一一

1
一
六
七
頁

③
康
、
氷
三
年
（
一
三
四
四
）

川w絹
扉
風
二
帖

勝
陀
羅
尼
供
養

ω仙
洞
持
明
院
腫
に
お
い
て
大
乗
院
二
品
尊
円
親
王
を
導
師
と
し
て
修
さ
れ
た
尊

付
御
聴
聞
所
の
御
座
。
指
図
中
に
「
絹
界
風
二
帖
立
之
」
と
注
す
。

ω『
門
葉

記』

（
大
正
新
修
大
蔵
経
図
像
編
第
十
一
巻
）
五
三
九

i
五四一一一一貝

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
種
の
昇
風
は
、
四
種
の
儀
礼
を
通
じ
て
常
に
座
主
や
若
宮
と
い
っ
た
貴
人
の
座
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

四
種
の
儀
式
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
座
の
設
え
方
を
み
て
も
、
儀
式
に
よ
っ
て
多
少
の
異
聞
は
あ
れ
、
畳
や
菌
を
重
ね
て
貴
人
の
座
と
し
、

そ
の
後
ろ
に
扉
風
を
立
て
る
点
は
四
種
の
儀
式
に
共
通
し
て
い
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
（
A
）
1
（
D
）
の
儀
式
は
い
ず
れ
も
、
諸
修
法
の
一
環
で
は
な
く
、
座
主
や
若
君
を
主
人
公
と
す
る
性
格
の
儀
式
で
あ

る
点
が
共
通
し
て
い
る
。
右
の
扉
風
使
用
例
一
覧
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
四
種
の
儀
式
に
、
唐
絵
絹
扉
風
、
絹
扉
風
の
語
は
一
貫
し
て
登

場
し
て
お
り
、
そ
の
座
の
設
え
方
も
基
本
的
に
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
儀
式
の
性
格
よ
り
は
む
し
ろ
座
の
主
人
公
の
性
格



に
由
来
す
る
あ
る
種
の
扉
風
が
、
天
台
宗
に
た
し
か
に
存
在
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

「
唐
絵
絹
扉
風
」
の
意
味

で
は
次
に
、
第
一
節
で
列
挙
し
た
史
料
を
検
討
し
、
唐
絵
絹
扉
風
、
絹
扉
風
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
考
え
て

み
よ
う
。

天台宗儀礼における座の扉風

界
風
の
呼
称
は
一
定
せ
ず
、
実
に
様
々
で
あ
る
。
し
か

L
、
例
え
ば
（
A
）
l
l⑮
応
安
六
年
（
一
三
七
三
）
久
尊
親
王
の
出
家
の
議

「
絹
扉
風
」
、

「
扉
風
」
と
言
う
ゴ
一
種
の
呼
称
が
な
さ
れ
て

式
で
は
ふ
た
つ
の
記
録
が
の
こ
っ
て
お
り
、
同
一
の
扉
風
に
「
御
扉
風
」
、

い
る
。
ま
た
（
C
）
｜
｜
③
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
長
吏
拝
堂
の
記
録
の
「
扉
風
三
双
」
は
、
う
ち
一
一
次
が
「
絹
唐
絵
山
水
」
と
注
記

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
呼
称
は
違
っ
て
も
そ
れ
が
直
ち
に
全
く
異
な
る
種
類
の
扉
風
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
同
種
の
扉
風
が

時
に
よ
っ
て
異
な
る
名
称
で
記
録
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

次
に
絹
扉
風
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
絹
扉
風
と
は
、
紙
本
地
に
対
す
る
絹
本
地
の
扉
風
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
語
は
上
記
一
覧
中
で
も
最
も
多
く
現
れ
、
こ
の
種
の
扉
風
の
最
も
一
般
的
な
も
の
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
絹
昇
風
は
、
唐
絵
界
風

あ
る
い
は
唐
絵
絹
昇
風
と
同
一
の
儀
式
で
同
様
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
の
で
、
や
は
り
画
扉
風
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
唐
絵
の
語

が
頻
出
す
る
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
が
唐
絵
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
と
し
て
も
、
本
来
は
唐
絵
が
望
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は

確
か
と
い
え
る
。
こ
の
端
的
な
名
称
に
は
絹
本
地
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
界
風
の
大
き
さ
も
絵
の
画
題
も
間
わ
な
い
と
い
う
考
え
方
が

窺
わ
れ
る
。
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で
は
次
に
唐
絵
と
い
う
語
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
唐
絵
の
語
は
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
時
代
に
よ
っ
て
変
遷
し
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た
が
、
こ
れ
ら
の
史
料
で
の
初
出
は
（
A
）
｜
｜
③
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
の
出
家
の
儀
に
お
い
て
で
あ
り
、

（
B
〉

1
1
④
元
弘
元

年
（
一
三
三
一
）
の
宣
命
式
で
は
「
大
嘗
会
画
図
扉
風
」
と
注
記
す
る
の
を
み
て
も
、
十
四
世
紀
以
降
に
史
料
に
現
れ
て
く
る
水
墨
画

扉
風
で
は
な
く
、
平
安
時
代
以
来
の
中
国
の
題
材
を
描
い
た
唐
絵
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
唐
絵
絹
昇
風
と
は
絹
本
地
に
中
国
の

題
材
を
措
い
た
扉
風
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
平
安
時
代
の
唐
絵
界
風
に
関
す
る
秋
山
光
和
氏
の
論
考
に
よ
る
と
、
延
喜
天
暦
以
降
に
は

日
本
的
主
題
を
描
い
た
や
ま
と
絵
の
激
増
が
認
め
ら
れ
る
が
、

一
方
で
、
唐
絵
扉
風
の
使
用
例
の
記
録
は
寧
ろ
平
安
中
期
か
ら
後
期
に

か
け
て
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。
即
ち
、
平
安
中
後
期
以
降
、
唐
絵
は
故
実
と
典
礼
を
重
ん
じ
る
公
家
に
お
い
て
殿
舎
の
特
定
の
場
所

や
一
定
の
儀
式
調
度
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
什
風
或
い
は
障
子
絵
の
形
態
で
特
定
の
画
題
や
形
式
に
固
定
化
し
、
存
続
し

（

mM〉

た
と
す
る
。

以
上
か
ら
、
平
安
時
代
以
来
の
絹
本
地
の
唐
絵
界
風
が
、
天
台
宗
で
は
十
三
、
十
四
、
十
五
世
紀
前
半
と
い
う
長
期
に
一
日
一
っ
て
営
々

と
用
い
ら
れ
続
け
た
と
解
釈
で
き
る
。

し
か
も
、
史
料
に
は
入
用
な
扉
風
を
公
家
か
ら
寺
院
へ
甲
走
っ
た
記
録
が
散
見
す
る
。
先
述
の

（

B
）
 

ー
④
元
弘
元
年
（
一
三
一
二

一
）
尊
円
親
王
の
宣
命
式
の
唐
絵
絹
扉
風
一
双
は
、
仙
洞
よ
り
申
出
の
「
大
嘗
会
画
図
扉
風
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

（C
）
｜
｜
②
応

永
十
五
年
（
一
四

O
八
）
拝
堂
の
絹
扉
風
一
双
も
、
御
所
よ
り
申
出
と
あ
る
が
、
こ
の
時
の
座
主
が
公
家
の
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
御
所
と
い
う
の
も
公
家
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
勺
）

前
述
の
一
覧
に
挙
げ
た
天
台
宗
の
座
の
構
成
は
公
家
に
お
け
る
座
の
構
成
法
と
似
通
っ
て
お
り
、
設
え
方
の
上
で
も
天
台
宗
は
公
家

の
方
式
を
踏
襲
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
両
者
の
近
似
性
の
背
景
に
は
、
リ
ス
ト
を
通
覧
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
入
室

す
る
若
官
も
、
就
任
す
る
天
台
座
主
も
、

ほ
と
ん
ど
が
皇
族
の
出
身
で
あ
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
元
弘
元
年
（
二
二
三
一
）
の
宣
命



式
の
た
め
に
、
仙
洞
か
ら
大
嘗
会
の
扉
風
が
送
ら
れ
た
の
も
、
こ
の
と
き
座
主
に
就
任
し
た
の
が
二
品
尊
円
親
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
関

係
し
て
い
よ
う
。

と
こ
ろ
で
唐
絵
の
語
は
、
宣
命
の
⑫
・
⑭
・
⑮
・
⑮
・
⑫
に
み
る
よ
う
に
江
戸
時
代
後
期
の
記
録
に
も
現
れ
る
が
、
十
六
、
十
七
世

紀
の
史
料
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
語
が
上
記
の
よ
う
な
中
世
の
唐
絵
と
同
一
の
も
の
を
指
し
て
い
る
か
ど
う
か
、

に
わ
か
に

は
断
定
し
か
ね
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
言
葉
の
上
で
は
「
唐
絵
」
の
界
風
を
御
座
に
立
て
る
と
い
う
伝
統
が
江
戸
時
代
に

天台宗儀礼における座の界風

も
強
固
に
守
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
文
献
史
料
に
み
え
る
唐
絵
絹
扉
風
に
相
当
す
る
遺
品
は
未
だ
一
点
も
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
真
言

宗
に
お
い
て
は
「
山
水
扉
風
」
と
呼
ば
れ
る
十
一
世
紀
末
の
唐
絵
扉
風
を
始
め
と
す
る
古
扉
風
が
伝
存
し
て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
、
真

言
宗
の
山
水
扉
風
と
本
節
で
み
た
天
台
宗
の
唐
絵
絹
扉
風
と
の
関
連
を
考
え
て
み
よ
う
。

真
言
宗
の
山
水
扉
風
と
の
関
係

山
水
扉
風
は
も
と
も
と
貴
族
の
調
度
で
あ
っ
て
、
し
か
も
や
ま
と
絵
で
は
な
く
、
唐
絵
界
風
の
一
種
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ

ハ

mv

門

U
H
V

て
い
る
。
山
水
扉
風
が
真
言
宗
の
法
具
と
し
て
定
着
し
て
ゆ
く
過
程
に
つ
い
て
は
先
学
の
詳
し
い
論
考
が
あ
る
。
村
重
寧
氏
に
よ
る
と
、

は
じ
め
は
法
皇
、
女
院
、
大
阿
闇
梨
で
あ
る
法
親
王
と
い
っ
た
人
々
の
御
座
専
用
に
使
わ
れ
て
い
た
山
水
扉
風
は
、
遅
く
と
も
鎌
倉
時

代
末
頃
に
は
醍
醐
寺
流
に
お
い
て
濯
頂
道
場
の
大
阿
闇
梨
座
に
進
出
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
そ
の
後
も
必
ず
し
も
濯
頂
の
儀
式
の
み
に

59 

使
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
鎌
倉
時
代
に
は
依
然
と
し
て
宮
中
関
係
に
、
或
い
は
他
の
密
教
関
係
の
儀
式
の
際
に
し
ば
し
ば
使
用
さ
れ

門店）

る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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そ
う
し
た
濯
頂
以
外
の
山
水
扉
風
使
用
例
の
う
ち
に
、
第
一
節
で
述
べ
た
天
台
宗
の
座
の
扉
風
の
使
用
例
と
類
似
す
る
も
の
が
あ
る
。

ま
ず
、
真
言
宗
の
「
東
土
寸
E

究
者
拝
堂
札
サ
（
一
二
四
九
年
か
〉
に
み
る
長
者
の
座
が
あ
る
。
長
者
が
東
寺
の
諸
堂
を
巡
拝
し
た
後
、
再

び
入
御
し
た
西
院
で
賜
禄
が
あ
り
、
饗
膳
は
夜
が
更
け
た
の
で
略
さ
れ
、
続
い
て
古
書
の
儀
が
あ
る
。
長
者
が
吉
書
を
覧
、
捺
印
が
あ

る
。
そ
の
擦
の
長
者
の
座
に
山
水
扉
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

一
方
の
天
台
宗
に
お
け
る
拝
堂
拝
社
の
儀
に
お
い
て
も
、
諸
堂
を
巡
拝
し
て
一
旦
本
房
一
に
戻
っ
た
座
主
に
印
鑑
が
奉
ら
れ
、
執
当
が

解
文
を
読
み
上
げ
、
次
に
交
名
折
紙
が
作
成
さ
れ
、
こ
れ
に
捺
印
が
あ
る
。
そ
の
後
に
饗
膳
と
賜
禄
が
続
く
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
設

え
ら
れ
る
座
主
の
座
に
は
上
記
一
覧
中
に
挙
げ
た
（
C
）
｜
｜
①
（
応
安
年
間

て
い
る
。
こ
の
儀
式
は
順
序
こ
そ
異
な
る
が
、
捺
印
、
饗
膳
、
賜
禄
と
い
う
内
容
は
共
通
し
て
い
る
。

一
三
六
八

1
七
五
）
の
場
合
、
絹
扉
風
が
立
て
ら
れ

つ
ま
り
、
長
者
や
座
主
の
就
任
の
際
に
行
わ
れ
る
よ
く
似
た
儀
式
の
座
に
東
寺
で
は
山
水
昇
風
を
、
天
台
で
は
絹
扉
風
を
立
て
て
い

る
の
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
濯
頂
の
儀
の
翌
日
に
行
わ
れ
る
御
布
施
に
関
す
る
儀
式
に
お
け
る
使
用
例
で
あ
る
。
ま
ず
、
真
言
の
「
光
明
峯
寺

殿
伝
法
濯
頂
記
」
（
一
二
四
一
）
で
は
濯
頂
の
儀
の
翌
日
西
院
に
設
え
ら
れ
た
大
阿
闇
梨
の
「
歎
徳
布
施
等
座
」
に
山
水
界
風
が
立
て

（
却
〉

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
座
に
着
し
た
大
阿
閤
梨
の
前
で
蔵
人
左
少
弁
定
額
等
が
歎
賞
の
言
葉
を
述
べ
た
と
あ
り
、
次
に
御
布
施
が
列
挙
さ

れ
て
い
る
。

天
台
の
例
で
は
上
記
一
覧
の
（
D
）

l
①
承
久
二
年
（
二
三

O
）
の
、
濯
頂
の
儀
の
翌
日
、

阿
闇
梨
の
座
に
絹
絵
界
風
が
立
て
廻
さ
れ
た
と
あ
る
。
記
録
で
は
こ
の
あ
と
や
は
り
御
布
施
が
列
挙
さ
れ
、
饗
膳
は
宿
所
に
送
ら
れ
た

「
後
朝
の
儀
」
に
設
え
ら
れ
た
大

と
あ
る
。



天
台
宗
の
こ
の
後
朝
の
儀
は
濯
頂
の
儀
と
一
連
で
あ
る
だ
け
に
、
唐
絵
絹
扉
風
と
山
水
扉
風
と
の
関
連
を
思
わ
せ
、
大
変
興
味
深
い
。

し
か
し
、
こ
の
儀
式
の
記
録
は
承
久
二
年
（
一
ニ
二

O
）
の
後
、
こ
れ
を
略
し
た
、
或
い
は
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
記
述
が
、
そ

〔沼）

の
後
の
濯
頂
の
諸
記
録
に
連
続
し
て
お
り
、
こ
の
儀
に
関
す
る
扉
風
使
用
の
変
遷
は
確
か
め
得
な
い
。

真
言
宗
で
は
濯
頂
の
儀
の
前
に
諸
僧
が
集
ま
る
集
会
所
に
山
水
扉
風
を
立
て
た
こ
と
が
「
観
音
院
恒
例
結
縁
濯
頂
記
」

（お〉

二
）
を
始
め
と
す
る
記
録
に
み
え
て
い
る
。
天
台
宗
の
集
会
所
に
も
類
似
の
座
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
現

（
一
一
八

天台宗儀礼における座の弊風

存
の
簡
略
な
記
録
か
ら
は
窺
い
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

と
も
あ
れ
、

こ
れ
ら
二
つ
の
よ
く
似
た
儀
式
に
お
け
る
使
用
例
に
よ
っ
て
、
真
言
宗
の
山
水
扉
風
は
大
阿
闇
梨
座
だ
け
で
は
な
く
長

者
の
座
に
も
立
て
ら
れ
て
お
り
、
他
方
の
天
台
宗
に
お
け
る
絹
界
風
も
、
座
主
の
座
だ
け
で
は
な
く
大
阿
闇
梨
座
に
立
て
ら
れ
て
い
た

こ
と
も
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
天
台
の
唐
絵
絹
界
風
も
真
言
の
山
水
昇
風
も
共
に
、
貴
族
の
調
度
で
あ
っ
た
唐
絵
扉
風

に
起
源
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
の
中
で
時
を
経
る
う
ち
に
、
や
が
て
そ
れ
ぞ
れ
・
に
合
っ
た
呼
称
が
な
さ
れ
、
少
し
ず
つ
違
っ
た

使
用
法
が
定
着
し
て
い
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
過
程
で
、
真
言
の
山
水
昇
風
は
謹
頂
の
道
場
内
に
ま
で
進
出
し
、
天
台
の
唐

絵
絹
扉
風
は
現
存
の
記
録
に
徴
す
る
限
り
進
出
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
真
言
の
山
水
昇
風
は
数
点
が
現
存
し
、
天
台
の
唐
絵
絹
扉
風
は

現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
存
在
は
確
か
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

四

現
存
作
品
に
つ
い
て

史
料
の
上
で
指
摘
さ
れ
る
真
言
の
山
水
扉
風
と
天
台
の
唐
絵
絹
扉
風
と
の
こ
う
し
た
類
同
性
を
踏
ま
え
る
と
き
、
こ
れ
ま
で
と
は
少
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し
ち
が
っ
た
角
度
か
ら
現
存
す
る
山
水
扉
風
作
品
を
捉
え
る
事
が
出
来
そ
う
で
あ
る
。
現
存
す
る
山
水
扉
風
を
次
に
列
挙
し
て
み
よ
う
。
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京
都
国
立
博
物
館
蔵
〈
東
寺
旧
蔵
〉
山
水
扉
風

十
一
世
紀
末

－
神
護
寺
蔵
山
水
扉
風

十
二
世
紀
末

・
高
野
山
水
扉
風

十
三
世
紀
末

－
金
剛
峯
寺
蔵
山
水
扉
風
室
町十
時四

代言語

・
醍
醐
寺
蔵
山
水
扉
風

－
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
山
水
扉
風

室
町
時
代

以
上
六
点
は
全
て
山
水
景
観
を
描
く
も
の
の
、
醍
醐
寺
本
と
大
東
急
記
念
文
庫
本
の
図
様
が
類
似
す
る
他
は
、
主
題
の
う
え
で
は
各

各
相
異
し
、
ど
の
よ
う
な
概
念
の
も
と
に
こ
れ
ら
の
扉
風
が
「
山
水
扉
風
」
と
し
て
一
括
り
に
さ
れ
得
た
の
か
が
従
来
疑
問
と
さ
れ
て

き
た
。
こ
こ
で
敢
え
て
上
記
六
点
全
て
に
共
通
す
る
点
を
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
絹
本
で
、
且
つ
一
扇
乃
至
ニ
扇
縁
取
と
い
う
古

い
方
式
を
と
る
扉
風
絵
で
あ
る
と
い

5
点
で
あ
る
。

「
山
水
扉
風
」
と
い
う
語
は
真
言
密
家
に
お
い
て
、
画
題
に
係
わ
る
名
称
で
は
な
く
、
瀧
頂
道
具
と
し
て
の
語
義
を
も
っ
名
称
へ
と

変
質
し
て
い
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
こ
こ
に
ひ
と
つ
の
仮
説
を
た
て
る
な
ら
ば
、
濯
頂
道
具
と
し
て
の
「
山
水
扉
風
」
と
は
、
天
台
宗

の
記
録
が
端
的
に
い
う
唐
絵
の
絹
本
地
扉
風
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
上
記
六
点
の
う
ち
東
寺
旧
蔵
本
、
醍
醐
寺
本
、
大
東
急

記
念
文
庫
本
の
三
点
が
こ
の
条
件
に
合
致
す
る
。
殊
に
醍
醐
寺
本
と
大
東
急
記
念
文
庫
本
は
、
時
代
的
に
、
法
具
と
し
て
の
山
水
扉
風

が
確
立
し
た
後
に
な
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
本
の
特
徴
は
、
紙
本
地
の
扉
風
や
金
昇
風
が
次
第
に
隆
盛
を
迎
え
よ
う

と
す
る
時
期
に
あ
っ
て
、

一
扇
縁
取
り
で
絹
本
と
い
う
古
昇
風
の
形
式
を
保
守
し
、
中
国
人
物
を
描
く
、
平
安
時
代
の
唐
絵
を
模
し
た

か
の
よ
う
な
図
様
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
両
者
は
い
わ
ば
山
水
扉
風
に
し
て
唐
絵
絹
降
風
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
先
の
推



測
を
支
持
す
る
。

で
は
神
護
寺
本
山
水
昇
風
は
ど
う
か
。
こ
の
扉
風
は
唐
絵
で
は
な
く
、
日
本
の
公
家
人
物
を
日
本
の
山
水
の
中
に
描
い
た
や
ま
と
絵

尻
風
で
あ
る
。
神
護
寺
本
は
世
俗
の
場
で
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
が
後
に
密
家
に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
問
題
は
唐
絵
扉
風
が
主
流

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
山
水
扉
風
の
一
本
に
何
故
神
護
寺
本
が
な
り
得
た
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
断
定
的
な
こ
と
は
い
え
な
い

が
、
天
台
宗
儀
礼
の
扉
風
の
動
向
と
考
え
合
わ
せ
る
と
き
、

一
つ
の
推
測
が
可
能
な
よ
う
で
あ
る
。

天台宗儀礼における座の弊風

天
台
宗
儀
礼
の
昇
風
の
中
に
、
唐
絵
と
規
定
せ
ず
、
単
に
絹
扉
風
と
す
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
た
。
こ
こ
に
、
唐
絵
で
な
く
と
も
古

様
な
一
扇
縁
取
り
の
絹
本
地
扉
風
が
許
容
さ
れ
る
余
地
が
見
出
せ
る
。
第
一
一
節
の
一
覧
中
、

（
B
）
｜
｜
③
嘉
暦
四
年
（
二
二
二
九
）

宣
命
式
の
絹
界
風
に
つ
い
て
注
記
が
あ
り
、
こ
の
昇
風
は
社
家
か
ら
進
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
、
代
々
伝
え
ら
れ
て
き
た
佳
例
の
昇
風
で
あ

る
と
、
座
主
が
語
っ
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
年
代
を
経
て
古
く
な
っ
た
扉
風
が
宣
命
式
の
天
台
座
主
の
座
に
設
え
ら
れ
、
賞
賛
さ
れ
て
い

る
例
で
あ
り
、
神
護
寺
本
が
山
水
扉
風
と
な
る
経
緯
を
想
像
さ
せ
る
と
と
も
に
、
天
台
の
座
の
昇
風
の
保
守
的
な
性
格
を
も
感
じ
さ
せ

る。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
高
野
山
水
扉
風
と
金
剛
峯
寺
本
山
水
扉
風
は
、
貴
族
の
調
度
と
し
て
の
要
素
を
完
全
に
払
拭
し
た
作

ロ
聞
と
い
う
点
で
画
期
的
で
あ
る
。
真
言
の
聖
地
高
野
山
の
伽
藍
や
弘
法
大
師
の
漢
詩
を
題
材
と
し
た
扉
風
は
、
密
家
の
儀
礼
の
場
に
用

い
ら
れ
る
に
相
応
し
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
作
品
が
生
ま
れ
る
一
方
で
醍
醐
寺
で
は
醍
醐
寺
本
や
大
東
急
記
念
文
庫
本
等
が
、
東
寺

（お〉

で
も
東
寺
旧
蔵
本
の
写
し
等
が
、
相
変
わ
ら
ず
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
こ
う
し
た
新
し
い
山
水
扉
風
は
真
言
全
体
を
覆
う
流
れ

と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
点
が
い
ず
れ
も
都
を
遠
く
離
れ
た
高
野
山
に
襲
蔵
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
示
唆
的
と
い
え
よ
う
。
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さ
て
、
先
に
天
台
宗
の
記
録
に
い
う
唐
絵
絹
扉
風
に
相
当
す
る
伝
存
例
は
知
ら
れ
て
い
な
い
と
述
べ
た
が
、
大
変
興
味
深
い
こ
と
に
、
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高
野
山
の
伽
藍
を
大
門
か
ら
奥
の
院
ま
で
描
い
た
高
野
山
水
に
対
応
す
る
作
品
が
、
天
台
宗
に
存
在
す
る
。
滋
賀
院
蔵
「
比
叡
山
三
塔

図
」
扉
風
、
六
曲
一
双
で
あ
る
。
こ
の
作
品
自
体
は
金
碧
画
で
、
江
戸
時
代
の
作
で
あ
る
。
そ
の
図
様
は
、
極
度
の
細
密
画
で
比
叡
山

の
い
わ
ゆ
る
コ
一
塔
十
六
谷
の
峰
々
を
措
き
連
ね
、
琵
琶
湖
側
か
ら
見
え
る
全
山
の
堂
塔
社
殿
、
霊
木
霊
石
を
あ
ま
さ
ず
描
い
て
い
る
。

私
は
か
つ
て
図
様
の
細
か
い
分
析
か
ら
、
こ
の
作
品
は
写
本
で
あ
り
、
原
本
は
二
一
扇
一
縁
取
り
の
絹
本
地
扉
風
で
、
成
立
は
十
四
世
紀
頃

ハお〉

と
い
う
結
論
を
導
き
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。
「
比
叡
山
一
ニ
塔
図
」
の
原
本
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
の
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
全

く
判
ら
な
い
。
し
か
し
、
比
叡
山
を
描
い
た
扉
風
は
、
天
台
宗
に
と
っ
て
宝
物
と
み
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、

一
山
の
最
高
権
威
者
た

る
天
台
座
主
と
無
関
係
で
あ
る
は
ず
は
な
い
。
ま
た
、
そ
の
図
様
の
詳
細
な
点
は
比
叡
山
に
関
す
る
細
か
い
知
識
を
必
要
と
す
る
も
の

で
、
天
台
宗
以
外
で
作
ら
れ
た
と
は
考
え
難
い
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
に
な
っ
て
滋
賀
院
本
と
同
図
様
の
作
品
が
同
じ
天
台
宗
の
門
跡
寺
院
で
あ
る
一
二
千
院
に
も
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

（幻）

知
っ
た
（
図
1
・
2
）。

」
ち
ら
は
紙
本
淡
彩
で
、

「
御
絵
所
法
橋
了
琢
」
の
落
款
と
白
文
方
郭
円
形
「
貞
易
」
印
が
両
隻
に
捺
さ
れ

て
い
る
（
図
3
）0

貞
易
は
、
木
村
了
琢
と
い
う
名
前
を
代
々
引
き
継
い
だ
絵
仏
師
の
家
系
の
第
八
代
に
あ
た
る
人
で
、
享
保
十
八
年

（
一
七
三
一
一
一
）
七
月
二
十
六
日
に
残
し
て
い
る
。
こ
の
木
村
家
と
は
御
所
の
絵
所
に
仕
え
、
宮
廷
を
は
じ
め
、
天
台
宗
や
他
宗
派
の
寺

院
の
為
に
も
仏
画
の
制
作
、
修
理
を
行
い
、
特
に
日
光
東
照
宮
の
深
秘
の
箇
所
の
仏
画
や
文
様
を
担
当
し
て
い
た
。
江
戸
時
代
に
制
作

さ
れ
た
叡
山
関
係
の
仏
画
は
、
一
万
亀
の
焼
打
ち
後
の
復
興
期
か
ら
幕
末
に
至
る
ま
で
、

ほ
と
ん
ど
こ
の
木
村
了
琢
系
の
画
家
の
手
に
な

っ
て
い
る
。
第
八
代
貞
易
は
元
禄
期
の
東
照
宮
御
造
替
の
際
内
陣
の
彩
色
等
を
担
当
し
た
画
家
で
あ
る
。

三
千
院
本
は
木
村
了
琢
八
代
貞
易
の
筆
と
考
え
て
よ
い
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
ま
た
、
三
千
院
本
（
図
4
）
と
滋
賀
院
本
（
図
5
〉

は
画
風
的
に
大
変
近
い
も
の
が
あ
り
、
滋
賀
院
本
も
貞
易
と
同
系
統
の
画
家
の
筆
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
事
か
ら
不
明
で
あ
っ
た
滋
賀



院
本
の
画
家
が
叡
山
の
絵
仏
師
と
い
う
べ
き
画
家
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、

ま
ず
滋
賀
院
本
を
含
む
同

図
様
の
作
品
の
制
作
に
叡
山
の
中
枢
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
し
、
ま
た
法
賀
院
本
が
近
世
的
な
興
味
に
立
脚
し
た
地
図
界

風
的
な
鑑
賞
画
で
は
な
く
、
仏
画
に
準
ず
る
性
格
を
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
暗
示
す
る
。

「
比
叡
山
一
二
塔
図
」
扉
風
は
、
江
戸
時
代

に
な
っ
て
は
じ
め
て
絵
仏
師
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
絵
仏
師
の
激
密
な
筆
使
い
に
よ
っ
て
古
い
図
様
が
綿
密
に
写
さ
れ

た
結
果
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

天台宗儀礼における座の界風

真
言
宗
に
お
い
て
、
十
一
一
一
世
紀
末
頃
高
野
山
水
扉
風
が
、
十
四
世
紀
に
金
剛
峯
寺
本
山
水
扉
風
が
成
立
し
、
同
じ
十
四
世
紀
頃
に
比

叡
山
で
は
「
比
叡
山
一
二
塔
図
」
が
生
ま
れ
た
と
推
測
し
う
る
。
唐
絵
絹
扉
風
が
主
流
を
占
め
て
い
た
天
台
座
主
の
座
に
、
こ
う
し
た
新

し
い
図
様
の
界
風
が
立
て
廻
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
天
台
と
真
言
は
、
互
い
の
座
の
扉
風
の
歴
史
の
中
に
、

ま
た
ひ
と
つ
パ
ラ
レ
ル
な
関

係
を
見
出
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
、
予
想
に
止
め
て
、
証
左
と
な
る
史
料
の
出
現
を
侯
つ
し
か
な
い
。

わ

お

り

以
上
、
真
言
宗
の
山
水
扉
風
と
同
一
の
起
源
に
発
す
る
儀
礼
の
扉
風
が
、
天
台
宗
に
も
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
、
両
者
を
併
せ
考
え

る
こ
と
に
よ
り
、
双
方
の
基
本
的
な
性
格
に
光
を
あ
て
よ
う
と
試
み
た
。
そ
の
結
果
両
者
は
と
も
に
貴
族
の
慣
習
に
影
響
さ
れ
て
出
発

し
な
が
ら
、
こ
れ
を
継
承
し
て
ゆ
く
過
程
で
真
言
、
天
台
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
法
や
呼
称
を
獲
得
し
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
事
情
を
踏
ま
え
て
み
る
と
、
両
者
は
と
も
に
非
常
に
保
守
的
な
体
質
を
も
っ
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
十
三
、
十
四
世
紀
は
障
昇
画

史
の
上
で
も
過
渡
的
な
時
期
で
あ
る
が
、
遺
ロ
聞
は
極
め
て
稀
少
で
あ
る
。
そ
の
数
少
な
い
遺
品
の
ほ
と
ん
ど
が
山
水
界
風
と
呼
ば
れ
て

65 

伝
存
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
山
水
扉
風
の
あ
り
方
が
直
接
そ
の
時
代
の
扉
風
絵
の
趨
勢
を
反
映
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
慎
重
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を
要
す
る
。
こ
こ
に
は
ま
だ
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
問
題
が
介
在
し
て
い
る
。
紙
数
の
関
係
で
こ
こ
で
は
触
れ
ら
れ
な
か

っ
た
そ
れ
ら
の
点
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注
（

1
）
 

（

2
）
 

『
阿
裟
縛
抄
』
第
一
、
胎
潅
記
本
に
「
受
者
留
堂
外
廓
曲
所
令
隠
居
也
」
と
あ
る
。

（D
）
に
つ
い
て
は
、
絹
扉
風
と
い
う
呼
称
が
み
ら
れ
る
使
用
例
の
み
に
限
り
、
単
に
扉
風
と
い
う
も
の
や
指
図
だ
け
の
も
の
は
取
り
上

げ
て
い
な
い
。

一
覧
中
、
引
用
文
は
「
」
で
囲
む
。
〈
）
内
の
語
は
筆
者
の
注
記
で
あ
る
。
ま
た
、
で
き
る
だ
け
史
料
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
心
掛
け

た
が
、
異
体
字
等
は
通
用
の
文
字
に
改
め
た
。

こ
の
と
き
は
、
若
宮
の
座
の
記
述
に
続
け
て
、
御
師
宮
の
座
に
も
唐
絵
界
風
を
立
て
廻
し
た
と
あ
る
。

『
門
葉
記
』
の
「
寺
院
二
」
（
大
正
新
修
大
蔵
経
図
像
編
第
十
二
巻
三

O
一二

1
一
二
一
一
一
貝
）
に
よ
る
と
、
南
山
房
は
無
動
寺
本
堂
の
南

に
あ
る
。

前
掲
書
の
「
寺
院
こ
（
同
前
書
二
七
七
頁
）
で
は
、
十
楽
院
は
、
山
上
の
十
三
寺
院
に
続
く
洛
陽
の
五
寺
の
中
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
A
）
1
（
D
）
か
ら
一
つ
ず
つ
代
表
例
を
挙
げ
る
。

（
A
）
｜
｜
⑫
入
室
応
安
五
年
（
二
二
七
二
）
七
月
十
三
日

「
若
宮
御
入
室
次
第

当
日
早
旦
御
所
装
束

寝
殿
以
南
面
西
端
二
間
西
三
間
如
庇
為
御
対
面
所
。
西
面
二
間
上
格
子
垂
御
簾
。
庇
三
箇
間
開
一
課
一

7E問
。
並
母
屋
二
間
巻
御
簾
蛸
倣
奥

間
迫
北
中
央
。
東
西
行
敷
鱈
綱
縁
畳
二
枚
。
其
上
敷
菌
為
若
宮
御
座
。
主
主
後
立
遡
絹
扉
風
一
一
次
（
後
略
）
」

（
B
〉

l
l
④
宣
命
元
弘
元
年
（
一
三
一
三
）
十
二
月
八
日
二
日
間
尊
円
親
王
第
百
二
十
一
世
座
主

「
寝
殿
一
一
一
筒
間
垂
翠
簾
。
中
央
間
懸
鈎
丸
。
母
口
座
中
央
敷
緩
細
川
端
帖
三
枚
一
一
旗
艦
唯
一

r其
立
週
唐
絵
絹
扉
風
一
双
間
一
釧
一
関
剛
院
駄
為
一
所
座
。

（
後
略
）
」

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
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（

8
）
 

（
C
）

l
①
拝
堂
応
安
年
間
（
一
一
三
ハ
八

1
一
三
七
五
〉

「
御
所
装
束
。
土
守
家
之
沙
汰

西
面
中
央
迫
東
敷
大
文
畳
二
枚
一
四
北
其
上
敷
円
座
一
枚
為
御
座
。
御
後
立
絹
一
塀
風
。
御
前
敷
差
建
一
裕
一
断
臨
糊
（
後
略
）
」

（
D
〉
｜
l

①
後
朝
儀
承
久
二
年
（
一
二
二

O
）
二
月
十
九
日
大
阿
関
梨
座
主
承
円
第
七
十
二
世
座
主

「
寝
所
母
屋
奥
座
。
左
方
端
座
。
右
方
庇
座
。
凡
僧
巳
上
立
座
也
。
大
阿
関
梨
御
座
。
東
柱
下
立
廻
絹
絵
界
風
。
南
北
頭
重
敷
大
文
帖
二

枚
。
諸
僧
集
会
之
後
出
御
。
」

『
門
葉
記
』
に
は
、
こ
の
時
の
出
家
の
儀
式
に
参
仕
し
て
い
た
覚
厳
僧
都
が
記
し
た
詳
し
い
記
録
と
、
箇
条
書
き
で
「
若
宮
御
出
家
次

第
」
と
題
す
る
も
の
と
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
親
王
の
御
座
に
立
て
廻
さ
れ
た
扉
風
を
、
前
者
は
「
御
界
風
」
と
呼
ぶ
。
後
者
は
御
所
装

束
の
条
で
「
絹
扉
風
」
と
呼
び
、
ま
た
、
有
職
が
親
王
御
前
に
御
什
物
兵
を
置
く
条
で
、
「
親
王
御
前
侯
界
風
傍
」
と
記
し
て
い
る
。
即

ち
、
異
な
る
人
物
が
同
じ
扉
風
を
、
御
扉
風
、
或
い
は
絹
扉
風
、
扉
風
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

絹
扉
風
と
い
う
呼
称
は
、
公
家
の
日
記
に
は
あ
ま
り
見
出
せ
な
い
。
第
一
節
の
リ
ス
ト
で
み
る
限
り
、
絹
界
風
の
初
出
は
二
一
六
八
年
で

あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
絹
絵
界
風
と
い
う
の
が
一
一
一
一
一

O
年
に
あ
る
。
天
台
以
外
の
記
録
で
は
、
建
暦
三
年
（
一
二
一
三
）
成
立
の
『
禁

中
御
抄
』
に
朝
飯
の
間
の
東
北
に
「
立
扉
風
絹
扉
風
」
と
あ
る
の
が
古
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
画
扉
風
か
ど
う
か
は
っ
き
り
し
な
い
。

『
勘
仲
記
』
の
弘
安
十
一
年
（
一
二
八
八
〉
五
月
二
十
六
日
の
条
に
、
延
暦
寺
の
六
月
会
の
際
比
叡
山
の
東
塔
南
谷
禅
定
一
房
一
の
寝
殿
に
絹

絵
界
風
が
立
て
ら
れ
て
い
た
と
あ
る
。
『
勘
仲
記
』
で
は
こ
の
山
門
関
係
の
記
述
で
の
み
絹
絵
界
風
と
い
う
語
を
用
い
、
他
で
は
一
貫
し

て
御
界
風
と
か
五
尺
扉
風
と
い
っ
た
呼
称
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
『
花
園
天
皇
震
記
』
の
元
亨
二
年
（
一
一
一
一
一
一
一
一
）
九
月
十
九
日
の
除

服
の
儀
で
、
「
須
立
絹
扉
風
云
々
、
而
不
用
意
之
問
、
立
恒
扉
風
」
と
あ
る
。

秋
山
光
和
「
平
安
時
代
の
唐
絵
と
や
ま
と
絵
下
」
『
美
術
研
究
』
第
一
一
二
号
（
昭
和
十
七
年
）
第
三
章
参
照
。

（
B
）
1
l
⑩
応
永
二
十
六
年
（
一
四
一
九
）
義
円
の
宣
命
式
で
は
「
可
有
用
意
事
」
の
中
で
「
唐
絵
絹
扉
風
一
双
」
に
つ
い
て
割
注
を

加
え
、
但
し
こ
れ
は
四
尺
界
風
で
あ
っ
て
枚
数
は
定
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
公
方
か
ら
お
申
出
に
な
る
と
い
う
。
こ
の
記

述
は
公
方
か
ら
扉
風
を
用
立
て
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
き
た
事
を
暗
示
し
て
い
る
。
義
円
は
足
利
義
満
の
男
で
あ
り
、
こ
の
場
合

の
公
方
は
足
利
将
軍
家
を
意
味
し
て
い
る
が
、
扉
風
そ
の
も
の
は
公
家
と
同
じ
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

『
花
園
天
皇
震
記
』
元
亨
一
二
年
（
二
一
二
一
一
二
〉
十
一
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
た
親
王
の
琵
琶
始
め
の
際
、
親
王
の
座
は
、
次
の
よ
う
に
設

（

9
）
 

（
叩
山
〉

（

U
〉

（

ロ

〉
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（日）

（

M
H
）
 

え
ら
れ
た
。
「
母
屋
北
関
過
東
敷
大
文
高
麗
畳
二
枚
、
一
刊
北
上
加
東
京
菌
、
後
方
議
加
立
五
尺
扉
風
、
為
親
王
座
」

こ
の
儀
は
近
例
が
な
い
の
で
、
こ
の
と
き
合
議
し
て
決
定
し
た
と
い
う
。

ま
た
寿
永
元
年
（
一
一
八
三
）
仁
和
寺
観
音
院
で
行
わ
れ
た
結
縁
潅
頂
の
儀
の
時
、
仏
母
院
の
廊
に
法
皇
の
休
息
所
が
設
け
ら
れ
た
。

「
仏
母
院
廊
南
面
懸
一
回
一
御
簾
。
（
中
略
〉
東
コ
一
筒
間
（
中
略
）
為
法
皇
御
休
息
所
。
第
一
間
南
北
東
三
方
立
五
尺
山
水
扉
風
。
迫
北

南
北
行
敷
緩
細
川
端
帖
三
枚
。
一
一
一
一
雄
一
蹴
北
端
供
御
枕
」

こ
れ
ら
は
、
畳
や
菌
の
設
え
方
が
天
台
宗
の
も
の
と
同
種
で
あ
る
。
界
風
の
立
て
方
に
つ
い
て
は
、
天
台
宗
の
方
式
が
ハ
A
〉
で
（
指
図

あ
り
）
と
し
た
も
の
に
つ
い
て
『
門
葉
記
』
で
確
か
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
御
所
の
二
面
に
豆
っ
て
立
て
廻
す
も
の
や
、

畳
の
後
ろ
一
面
に
の
み
立
て
る
も
の
等
が
あ
り
、
一
様
で
は
な
い
。
一
方
、
同
時
代
の
公
家
の
記
録
に
も
二
面
に
立
て
廻
す
例
は
あ
る
。

千
野
呑
織
「
神
護
寺
蔵
山
水
扉
風
の
構
成
と
絵
画
史
的
位
置
」
『
美
術
史
』
第
一

O
六
号
（
昭
和
五
十
四
年
）
一
四
六

1
一
四
九
頁
参
照
。

小
林
太
市
郎
「
山
水
界
風
の
研
究
」
『
国
華
』
第
六
二
六

i
六
二
一
一
一
一
号
（
昭
和
十
八
年
三
村
重
寧
「
濯
頂
道
具
と
し
て
の
山
水
界
風
」

『
美
術
史
』
第
七
四
号
（
昭
和
四
十
四
年
）
参
照
。

前
掲
村
重
論
文
参
照
。

『
続
群
書
類
従
』
第
七
七
六
。

「
母
屋
東
第
一
間
傍
壁
立
山
水
扉
風
。
其
前
東
西
行
重
敷
高
麗
端
帖
二
枚
為
其
御
座
」
（
以
上
割
注
）

「
西
面
中
央
迫
東
敷
大
文
畳
二
枚
南
北
其
上
敷
円
座
一
枚
為
御
座
。
御
後
立
絹
界
風
。
」

行

『
続
群
書
類
従
』
第
七
五
一
。

「
母
屋
東
第
一
筒
傍
北
壁
立
山
水
扉
風
一
帖
。
其
前
東
西
行
敷
高
麗
端
帖
一
枚
為
大
阿
閣
梨
座
」

「
大
阿
関
梨
御
座
。
東
柱
下
立
廻
絹
絵
界
風
。
南
北
頭
重
敷
大
文
帖
二
枚
。
諸
僧
集
会
之
後
出
御
。
」

嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
、
康
元
元
年
（
一
二
五
六
〉
、
永
和
四
年
（
一
三
七
人
）
、
康
暦
元
年
（
二
二
七
九
）
、
永
徳
元
年
ハ
一
二
一
八
二
、

永
徳
三
年
（
一
一
二
八
一
二
）
と
続
く
。
『
門
葉
記
』
第
一
一
一
一

1
一
一
一
七
（
大
正
新
修
大
蔵
経
図
像
編
第
十
二
巻
一
七
六

1
二
三
四
頁
）
参
照
。

「
観
音
院
恒
例
結
縁
潅
頂
記
」
（
「
続
群
書
類
従
』
第
七
五
七
）
の
他
、
「
光
明
峯
寺
殿
伝
法
濯
頂
記
」
（
一
一
一
四
一
）
（
『
続
群
書
類

従
』
第
七
五
一
）
、
「
亀
山
院
御
濯
頂
記
」
（
一
一
一
一

O
五
〉
（
『
続
群
書
類
従
』
第
七
四
六
）
、
「
嘉
一
克
四
年
結
縁
潅
頂
記
」
（
一
一
一
一

O
六）

（日）

（
日
目
）

（

口

）

（

Mm）
 

（

mm）
 

（

加

〉

（

幻

〉

（詑）

（

泊

〉
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（
制
的
）

（
『
続
群
書
類
従
』
第
七
五
三
）
、
「
後
宇
多
院
御
潅
頂
記
」
（
一
一
一
一

O
八
）
（
『
群
書
類
従
』
第
四
二
七
）
に
み
ら
れ
る
。

醍
醐
土
す
蔵
山
水
田
什
風
に
関
す
る
詳
し
い
論
考
は
未
だ
な
い
が
、
そ
の
創
作
時
期
は
従
来
か
ら
室
町
時
代
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
最
近
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
際
に
は
鎌
倉
時
代
の
作
と
判
断
さ
れ
て
い
る

Q
月
刊
文
化
財
』
第
一
一
一
一

O
号
、
平
成
元
年
七
月
参
照
）
。
本
稿

で
は
従
来
の
説
に
従
っ
た
が
、
本
図
は
伝
統
的
な
措
法
を
継
承
し
た
綴
密
な
表
現
を
み
せ
て
お
り
、
制
作
時
期
が
十
四
世
紀
に
遡
る
可
能

性
に
つ
い
て
、
今
後
詳
し
い
検
討
が
加
え
ら
れ
る
べ
き
作
品
で
あ
る
。

前
掲
村
重
論
文
四
七
頁
参
照
。

拙
稿
「
比
叡
山
三
塔
図
昇
風
」
『
フ
ィ
ロ
カ
リ
ア
』
第
三
号
〈
昭
和
六
十
一
年
）
参
照
。

武
覚
超
「
叡
山
文
庫
蔵
『
比
叡
山
古
図
』
の
成
立
に
つ
い
て

l
i
特
に
山
坊
を
中
心
に

1
1」
『
叡
山
学
院
研
究
紀
要
』
第
一

O
号
、
昭

和
六
十
二
年
十
一
月
参
照
。

木
村
了
琢
に
つ
い
て
は
、
大
西
芳
雄
「
絵
仏
師
木
村
了
琢
！
l
東
照
宮
深
秘
の
壁
画
に
つ
い
て

l
i」

O
号
（
昭
和
五
十
年
）
が
詳
し
い
。

（お）

（

部

）

（

釘

）

（お）

『
東
京
国
立
博
物
館
紀
要
』
第
一

（
大
学
毘
後
期
課
程
学
生
）

（
付
記
〉
本
稿
は
、
拙
稿
「
比
叡
山
コ
一
塔
図
界
風
」
（
『
フ
ィ
ロ
カ
リ
ア
』
第
一
二
号
）
と
と
も
に
、
昭
和
五
十
九
年
度
に
大
阪
大
学
に
提
出
し
た
修

士
論
文
の
一
部
を
成
し
、
昭
和
六
十
年
九
月
美
術
史
学
会
西
支
部
例
会
で
行
っ
た
発
表
に
加
筆
訂
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。



（右隻）

図1 比叡山古凶扉風三千院 （左隻）
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